
 

 
 

 

【韓国】 総合指数は週間で 2.4％高と 3週続伸、今週は値固めの展開か 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 2.4％高と 3週続伸した。総じて買い優勢の展開が続いた。米国政府の財政出動や世界的な経済再開

に対する期待、中長期的な相場の先高観を背景に、投資家が運用リスクをとる姿勢を強めた。主力のハイテク株や自動車

株を中心に買いが広がり、11日に心理的節目の 2400ポイント

を回復。2018年 6月以来、約 2年 2カ月ぶり高値を更新した。

12－13 日は短期的な相場過熱に対する警戒感から上値が重か

ったが、小幅ながら連日で 2年 2カ月ぶり高値を更新し、月初

から連騰を 9 営業日にまで伸ばした。14 日はハイテク株や金

融株を中心に利益確定売りが出て、10 営業日ぶりに反落した

ものの、押し目買いが下値を支え、2400 ポイントを守って引

けている。今週は米株市場をにらみながら値固めの展開か。 

 

【ロシア】 RTS指数は 4.1％高と続伸、今週は上昇基調にある原油相場に注目か 

先週の動き／今週の展望 

RTS株価指数は週間で 4.1％高と大幅に続伸。原油・ルーブル高や 4－6月期の GDPが好感された。週明け 10日は小

幅に下落したが、11日に前日比 2.2％高と大幅に反発。米国の追加経済対策への期待でリスクオンが強まる中、ロシア当

局がコロナワクチンを正式に承認し、早期実用化への期待が高

まった。ブレント原油の 45 ドル台への上昇に加え、対ドルで

のルーブル高もドル建てで取引されるRTS指数を押し上げた。

4－6月期のGDP速報値が予想ほど悪化しなかったことも好感

された。指数は 12 日に 1300 ドルを超え、13 日には約 5 カ月

ぶりの高値を更新した。個別では、タトネフチ、ノバテク、ズ

ベルバンク・オブ・ロシアなどエネルギー銘柄や金融株が大幅

高。今週は上昇基調にある原油相場をにらんだ展開か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は 1.1％高と続伸、今週もリスクオンの流れを受けて堅調

か 

先週の動き／今週の展望 

VN 指数は週間で 1.1％高と続伸。欧米株が上昇し、ベトナム市場でもリスクオンの流れが続いた。前週に 5.4％高と

大幅に上昇した指数は週明け 10日に前週末比 0.2％高と小幅に続伸。11日は上昇一服となったが、12－13日も続伸。米

国の追加経済対策やコロナワクチン実用化への期待で欧米株

が上昇する中、原油相場の上昇も支援となり、金融株やエネル

ギー銘柄が堅調に推移した。V指数は 14日の場中に 860.32ポ

イントまで上昇し、7 月 22 日以来の水準を回復。850.74 ポイ

ントで週の取引を終え、月初来では 6.6％高となった。個別で

は、金融のテクコムバンク、ベトインバンク、ベトナム投資開

発銀行やエネルギーのペトロベトナム・ガスが上昇し、指数を

押し上げた。今週もリスクオンの流れを受けて堅調な展開か。 
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【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 2.0％

高、今週は 19日に中央銀行が金融政策決定会合を開催 

ジャカルタ総合指数は週間で 2.0％高と反発。週末まで 5 日

続伸と好調だった。週初の 10 日は、前週末に発表された米雇

用統計で、非農業部門の雇用者数が市場予想を上回った効果で

反発。12日に終値で 5カ月ぶりに 5200ポイント台に乗せると、

その後も好地合いの中、週末までじりじりと上値を広げた。今

週は 18日に 7月の貿易統計が発表されるほか、19日には中央

銀行が定例の金融政策会合を開催する予定。中銀は今年に入り

4回の利下げを実施しており、前回会合では政策金利を 4.0％に

引き下げた。今回も追加利下げに踏み切るかが注目される。17

日は独立記念日、20－21日はイスラム暦新年のため休場。 
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【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

1.4％高、今週は 7月の非石油地場輸出に注目 

ストレーツタイムズ指数は 4 日間の取引で 1.4％高と続伸。

NY ダウの上昇に連動し、おおむね堅調な値動きだった。連休

明けの 11 日は、4－6 月期の GDP 改定値が前年同月比 13.2％

減と速報値の 12.6％減から下振れした上、今年の経済成長率の

見通しがこれまでのマイナス 4－7％減からマイナス 5－7％減

に修正された影響で、指数は小幅に続落。一方、12日に反発す

ると、13日は前日の NYダウが約半年ぶりの高値を更新した流

れを引き継ぎ、終値で前日比 1.3％高と続伸した。ただ、14日

は方向感に乏しく反落して引けている。今週は 17 日発表の 7

月の非石油地場輸出に対する市場の反応が焦点になりそうだ。 

 

【先週の動き／今週の展望】SET指数は 0.2％高、今週は 4

－6月期の GDPが焦点 

SET指数は 4日間の取引で 0.2％高と 4週ぶりに反発。週末

の反落が上昇幅を縮めた。週初の 10 日は、前週後半から下げ

止まらず 3営業日続落。一方、11日は中国の景気回復に対する

期待感から買われ、前日比 1.1％高と反発した。祝日を挟んだ

13 日も買い優勢の展開が続いたが、14 日は中国の 7 月の鉱工

業生産と小売売上高が市場予想から下振れした上、前日の NY

ダウが反落したことも嫌気され、指数は終値で前日比 1.5％安

と反落して引けている。今週は 17 日発表の 4－6 月期の GDP

に対する市場の反応が焦点。外部要因では、「OPEC プラス」

の共同閣僚監視委員会後の原油の値動きが意識されそうだ。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

0.9％安、4－6月期の GDPは前年同期比 17.1％減 

クアラルンプール総合指数は週間で 0.9％安と続落。買い材

料に乏しく、さえない値動きが続いた。週初の 10 日は、ゴム

手袋メーカー株が利益確定売りで下落し、指数は続落。その後

も売り優勢の展開が続き、じりじりと下値を広げたが、13日は

米国で新型コロナウイルスワクチンの臨床試験が進む中、景気

回復への期待が高まり、終値で前日比 1.3％高と 5 営業日ぶり

に反発した。ただ、14 日は 4－6 月期の GDP が前年同期比

17.1％減と 09年 7－9月期以来のマイナス成長となったことが

嫌気され、反落して引けている。今週は 21日に 7月の CPI が

発表される予定。20日はイスラム暦新年のため休場となる。 
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